
 

■お客様の施工現場から■    外壁が崩落した旧店舗の改修工事/本中山 Ｔ様邸 

今回、工事に当たらせて頂きました建物は、施工現場写真の右側のお住まいで、築約３０～３５年、建坪

２０坪の木造モルタル２階建て旧店舗でしたが、既に、お店は閉店され、今は、ご自宅としてお住みにな

られておられます。一方、現場写真左側の同じ形の店舗は、今から約５～６年前に、歩道側に面した２階

外壁の一部が崩れ落ち、店主の方からの改修のご依頼により、落下の危険性のある、モルタルの外壁の全

てを取り払い、下地ボードと防水シートを張って、崩れ落ちたモルタル外壁に代わり、軽い金属サイディ

ング材で仕上げさせて頂きました。 

そして、約２～３ケ月前、改修させて頂きましたこの店主の方から、右隣りの旧店舗のお宅の外壁が同じ

様に落下したので、現場を見てやって欲しいとのご連絡を頂きました。そこで、現場に駆けつけましたと

ころ、２階のモルタル外壁が崩れ落ち、残された外壁部分もやがて崩落するような危険な状態のため、以

前と同じ改修方法で工事を進めさせて頂きました。そして、工事完了後、ご用命頂きましたこちら 

のお施主様の不安も解消され、その後も日々快適にお過ごしになられることと思われます。 

 

■ひとり言■    こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

新年明けましておめでとうございます。本年も相変わりませず宜しくお願い申し上げます。 

昨年は、秋口に大型台風が矢継ぎ早に発生し、日本列島の各地に大きな被害をもたらしました。

そして、市川市や周辺の地域のお住いも多大な損害を被りました。このため、私共も，年末迄、

慌ただしく現場の作業に努めてまいりましたが、幸い、ご依頼されておりました全ての工事も

無事年内に完了させて頂き、落ち着いた穏やかな新年を迎えることができました。 

振り返ってみますと、「昭和」から「平成」に元号が変わる時、当時の小渕官房長官が多くの報

道陣を前に、「平成」と書かれた紙面を掲げた映像が今でも鮮明によみがえってまいります。あ

れからもう３０年も過ぎ、新たな元号の「令和」の時代を迎えましたが、私共も、元号と共に毎

年年齢を重ねてまいりました。そして、新たな元号で始まる時代を迎え、これから一体、 

どんな時代になるのか期待と不安を抱きつつこの一年を健康に留意し穏やかに過ごし 

てまいりたいものです。 
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■暮らしのたより■       暖かい部屋で寒い冬を過ごしましょう！ 

冬、暖房の効きが悪いと感じるのは窓のせいかもしれません。窓の断熱性を高めて暖かい空気を逃がさなければ、暖房効率も

ぐっとアップ。冷え込む日でも暖かい部屋で過ごせます。部屋が寒いと、朝、布団から起き上がることさえつらくなりますし、

夜も寒さが気になるとぐっすり眠れません。また、断熱性が低い窓は結露が起こり、カビやダニの原因にもなります。 

この寒さの原因の多くは窓にあります。冬に暖かい空気が外に逃げるのは、約５８％が窓から。アルミサッシや一枚ガラスは

熱を伝えやすく断熱性がほとんどないので、暖房の熱がどんどん逃がしてしまうのです。このため、サッシとガラスを断熱性

の高いものに換えれば、部屋そのものの断熱性能がぐっと上がります。たとえば、樹脂のサッシなら、熱伝導率がアルミの１

０００分の１。アルミに比べて格段に熱が逃げにくくなります。 

ガラスも、複層ガラスやトリプルガラスなど２枚以上のガラスを使ったタイプにすれば、ガラスとガラスの間にできる空気層

が高い断熱効果を発揮します。こうした断熱窓へのリフォームも、最近は短時間で工事が終わる方法がたくさん登場していま

す。なかでも、手軽なのが内窓を設置する方法。既存の窓の内側にもう一つ窓を設置するだけなので一時間程度で工事が完了

します。窓が二重になることでガラス間にできる空気層が断熱します。また、窓そのものの交換も、 

「カバー工法」なら同じく一時間程度で工事が完了します。壁を切ったりサッシを取り 

替えるのではなく、既存のサッシ枠に新しいサッシをかぶせるだけ。室内作業のみで 

取り換えられます。窓の断熱性がアップすれば、結露も起こりにくくなり暖房効率も 

アップすることで光熱費の節約にもなりますので、窓廻りのリフォームも 

検討させれてみては如何でしょうか？ 


